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理　科
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時間…………45分
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（高理 1）

第１問題　水圧、浮力に関する以下の問いに答えなさい。水の密度は1g/cm3とする。

　問１　図１のように水中に立方体の物体を沈めたとき、以下のア～ウを大きい順に左から並

べなさい。

　　　　ア．①の面にはたらく力の大きさ

　　　　イ．②の面にはたらく力の大きさ

　　　　ウ．③の面にはたらく力の大きさ

　問２　問１の物体を水に沈めたときに発生する浮力を、問１の選択肢にある３つの力のうち

必要なものを用いて式で表しなさい。

　　　例：浮力＝イ＋ウ

　　図２のようにビーカーＡに水を一杯まで入れ、その中にばね測りを取り付けたおもりを沈

めた。おもりを入れたことで、ビーカーＡに入っていた水があふれてビーカーＢに溜まっ

た。ビーカーＢに溜まった水の質量を測ったところ、50gであった。ばね測りは１Ｎを示
し、台測りは450gを示していた。ビーカーＡ，Ｂとその中に入っている水の質量は合わせ

て400gとし、100gの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。
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（高理 2）

　問３　おもりにはたらいている浮力は何Ｎか答えなさい。

　問４　ビーカーＢに溜まった水の体積は何cm3か答えなさい。

　問５　おもりの密度は何g/cm3か答えなさい。

　　浮力を利用することで深海での活動を可能にしているのが潜水艦である。潜水艦は鋼鉄で

できているが、バラストタンクと呼ばれるタンクに満たされた空気を出し入れすることで浮

力を調整することができる。海に浮いているときはバラストタンクには空気が充満している

が、沈めるときには空気を抜いて海水を入れる。

　問６　海上に浮いた潜水艦を沈めるために、バラストタンクを海水で満たし、密度を大きく

した。ある程度沈んだところで、今度はバラストタンクに空気を入れて密度を小さく
し、潜水艦全体の密度を海水の密度と等しくした。このとき潜水艦はどのような動き

をするか。次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。ただし、海水の抵抗は無視

する。

　　　　ア．海面まで浮き上がる。

　　　　イ．密度が海水と同じになった場所で止まる。

　　　　ウ．速度は一定となり、海底に沈む。

　　　　エ．速度を上げながら、海底に沈む。

　問７　潜水艦の形状は、正四面体や立方体などより球体が適している。この理由を簡潔に答

えなさい。



（高理 3）

第２問題　様々な化学変化について調べるために、次のような実験を行った。後の問いに答え

なさい。

【実験１】

　　①　鉄粉4.2gと硫黄の粉末2.4gをよく混ぜ合わせ、試験管ａ，ｂ

に3.3gずつ入れた。

　　②　試験管ａのみを右図のようにガスバーナーで加熱し、混合物

の色が赤くなり始めたところで加熱をやめた。

　　③　試験管ａ，ｂにそれぞれ磁石を近づけ、様子を観察した。

　　④　試験管ａ，ｂにそれぞれ5％の塩酸を加え、発生する気体につ

いて調べた。

【実験２】

　　①　右図のように、酸化銅と炭素の粉末をよく混ぜ合わせ

て試験管に入れ、十分に加熱した。

　　②　加熱すると気体が発生し、石灰水が白くにごった。

　　③　気体が発生しなくなった後、ガラス管の先端を石灰水

から引き抜き、加熱をやめた。

　　④　冷ましてから試験管に残った固体をとり出し、固体の

質量をはかった。

　　⑤　酸化銅の粉末4.0gと炭素の粉末5.0gを用いて①～④の操作を行った後に、炭素の質

量を4.0g，3.0g，2.0g・・・と1.0gずつ減らしながら同様の操作を行い、結果を表

にまとめた。

　　⑥　酸化銅の粉末4.0gと炭素の粉末1.0gを用いて①～④の操作を行った後に、炭素の質

量を0.9g，0.8g，0.7g・・・と0.1gずつ減らしながら同様の操作を行い、結果をグ

ラフにまとめた。

鉄と硫黄の
混合物

試験管

酸化銅と炭素の粉末

石灰水

固
体
の
質
量
[g]

炭素の質量 [g]

炭素の質量 [g] 0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

固体の質量 [g] 4.0 3.9 4.9 5.9 6.9 7.9



（高理 4）

　問１　実験１の②では、加熱をやめても反応が続いた。その理由を示した次の文の空欄に当

てはまる語句をそれぞれ答えなさい。

　　　　　この反応は（　ア　）反応であり、反応によって温度が（　イ　）るため。

　問２　実験１の②では、鉄と硫黄がすべて反応して黒色の物質ができた。この反応を化学反

応式で書け。また、この反応は化合であるが、同じく化合を表しているものを、次の

ア～エから１つ選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．水を加熱すると、水蒸気になった。

　　　　イ．酸化銀を加熱すると、気体が発生した。

　　　　ウ．銅粉を加熱すると、黒色の物質になった。

　　　　エ．うすい水酸化ナトリウム水溶液に電流を流すと、気体が発生した。

　問３　実験１の③の結果として最も適当なものを次のア～エから１つ選び、記号で答えなさ

い。

　　　　ア．試験管ａ，ｂともに磁石によく引きつけられる。

　　　　イ．試験管ａは磁石によく引きつけられ、ｂは磁石に引きつけられにくい。

　　　　ウ．試験管ａは磁石に引きつけられにくく、ｂは磁石によく引きつけられる。

　　　　エ．試験管ａ，ｂともに磁石に引きつけられにくい。

　問４　実験１の④で試験管ａから発生した気体は、卵の腐ったようなにおいがした。この気

体の名称を答えなさい。また、試験管ｂから発生した気体と同じものを次の図１～４

の気体Ａ～Ｄから選び、記号で答えなさい。

　

　問５　実験２の②で発生した気体と同じものを問４の気体Ａ～Ｄから１つ選び、記号で答え

なさい。

　問６　実験２の③で、加熱をやめる前にガラス管の先端を石灰水から引き抜く理由を答えな

さい。

　問７　実験２の⑤，⑥の結果より、酸化銅4.0gからは最大何gの気体を発生させることがで

きるか、答えなさい。

　問８　実験２の⑤，⑥の結果より、酸化銅8.0gと炭素の粉末0.3gで実験を行った場合、気

体は何g発生すると考えられるか、答えなさい。



（高理 5）

第３問題　崇さんと母の徳さんは、夕食をとりながら会話している。後の問いに答えなさい。

　崇さん：いただきます。今日はカレーなんだね。

　徳さん：�今日は具沢山の野菜ゴロゴロカレーとサラダよ。ゆっくりよく噛んで食べてね。よ

く噛まないと①消化に悪いから。

　崇さん：分かった！…ん？！今日のカレー…いつもと味が違う？

　徳さん：今日はかくし味に蜂
はち

蜜
みつ

を入れてみたよ。まろやかになると思って。どうかな？

　崇さん：いつもよりおいしいよ！蜂蜜ってどうやってできるのかな？

　徳さん：�蜂蜜は②ミツバチが花の蜜を吸って巣に持ち帰った後、他のミツバチと協力して

作っているんだよ。花の蜜を吸うミツバチは１回の採蜜飛行で500もの花を訪れて

いるそうだよ。

　崇さん：‌�そんなに多くの花から蜜を吸っているなんて…！ミツバチは蜜の大泥棒ってわけだ

ね！

　徳さん：�うーん、泥棒ではないかな。ミツバチは採蜜するとき、からだに i  がつく

んだ。ミツバチがほかの花へ移動すると i  もいっしょに運んでいく。そし

て、 i  がほかの花のめしべの ⅱ  について受粉することで③種子がで
きるんだ。だから、ミツバチは花から蜜をいただく代わりに、花の繁

はん

栄
えい

のお手伝い

もしているんだよ。

　崇さん：そっか、ミツバチと花はお互い助け合っているんだね。

　　　　　ところで、今日のカレー、本当に具が大きくて多いね。サラダもお皿にてんこ盛り

で…今日は野菜がいっぱいだね！

　徳さん：�タマネギ、ニンジン、ジャガイモ、レタス、トウモロコシ、アスパラガス、トマト

…うーん、ちょっと多すぎたかな。

　崇さん：�食卓の花瓶には立派な葉がついた花も飾ってあって…今日は④草食動物の気分だ

よ。

　徳さん：花瓶のお花はアジサイだから食べることはできないよ。

　崇さん：�アジサイか…あ、今日の学校の授業で⑤アジサイを使った理科実験をしたんだ！実

験の準備から片付けまでみんなと協力してできたよ。

　徳さん：�ハチも花もヒトも協力は大切だよね。では今日の夕飯は私が作ったから、食後の食

器洗いは崇さんにお願いしようかな。 

　崇さん：…はーい。



（高理 6）

　問１　下線部①について、図1はヒトの消化に関係する器官を、

図２はある消化器官の一部を、それぞれ模式的に表した

ものである。

　（１）ヒトが外からとりこんだ食物の通路は、口から肛門まで

１本の管になっている。食物は口から肛門までをどのよ

うな順に通っていくか、図１の記号を正しく並べたもの

を次のア～オから１つ選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→Ｆ
　　　　イ．Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｅ→Ｆ
　　　　ウ．Ａ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→Ｆ
　　　　エ．Ａ→Ｃ→Ｅ→Ｆ
　　　　オ．Ａ→Ｃ→Ｆ→Ｅ

　（２）図２の毛細血管とリンパ管は栄養分を吸収するはたらきをする。毛

細血管とリンパ管に入る物質の組み合わせとして適するものを次の

ア～カから１つ選び、記号で答えなさい。

　問２　下線部②について、ミツバチは無セキツイ動物である。無セキツイ動物に関する記述

として誤っているものを、次のア～カから１つ選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．マイマイは軟体動物であり、内臓が外とう膜につつまれている。

　　　　イ．ミジンコは甲殻類であり、節のあるあしがある。
　　　　ウ．ウニは全身にトゲがあり、卵生である。
　　　　エ．�トンボは昆虫類であり、頭部と胸部、腹部に分かれ、胸部や腹部には気門という

穴がある。

　　　　オ．�クモは節足動物のなかまであり、頭胸部と腹部に分かれ、腹部に４対のあしがあ
る。

　　　　カ．ダンゴムシは脱皮をして、古い外骨格を脱ぎ捨てることにより成長する。

　問３　会話中の i  ， ⅱ  に適する言葉を漢字で答えなさい。

　問４　下線部③について、図３はマツの雄花と雌花のりん片を表した

ものである。受粉のあと、種子になる部分はどこか。種子にな

る部分をすべて黒く塗りつぶしなさい。

図１

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

ＥＦ

図２

毛細
血管

リンパ管
記号 ア イ ウ エ オ カ

毛細血管 デンプン
デンプン
アミノ酸

デンプン
脂肪

ブドウ糖
ブドウ糖
アミノ酸

ブドウ糖
脂肪

リンパ管
脂肪
アミノ酸

脂肪 アミノ酸
脂肪
アミノ酸

脂肪 アミノ酸

図３



（高理 7）

　問５　下線部④について、下の枠内の文章は食物連鎖の関係にある肉食動物、草食動物、植

物において、草食動物の個体数が急激に減少したときについて説明したものである。

空欄に当てはまるものの組み合わせとして適当なものを、下のア～オから１つ選び、

記号で答えなさい。

　問６　下線部⑤について、崇さんは蒸散について調べるため授業で次の実験を行った。

　〔実験〕　図４のように、メスシリンダーに水を入れ、Ａ～Ｄのように処理をしたアジサイ

をさした。水面に油を浮かべてから一定時間明るい場所に置き、水の減少量を測定し

た。表はその結果を示したものである。なお、実験で使用したアジサイの葉の数と大

きさ、茎の長さと太さはすべて等しいものとする。

 

　（１）実験で、水が減少したのは、主に葉にあるすき間から、吸い上げた水が水蒸気になっ

て出ていったためである。そのすき間を何というか漢字で答えなさい。

　（２）Ａを置く場所を変えたときもっとも水の減少量が大きかったのはどの場所か。次のア

～エから１つ選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．湿度が高く、風通しの良い場所　　　　イ．湿度が低く、風通しの良い場所　

　　　　ウ．湿度が高く、風の当たらない場所　　　エ．湿度が低く、風の当たらない場所

　（３）表の（　ⅴ　）にあてはまる数値を答えなさい。

草食動物の個体数が急激に減少すると、一時的に肉食動物の個体数は(　ⅲ　)。

また、植物の数量は(　　ⅳ　　)。

記号 ア イ ウ エ オ

ⅲ 増える 増える 減る 減る 変わらない

ⅳ 増える 減る 増える 減る 変わらない

メスシリンダー A B C D

水の減少量（㎤） 6.2 5.0 （　v　） 0.6

図４ 油 油 油 油

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ワセリンを
ぬらなかった

葉の表側だけワ
セリンをぬった

葉の裏側だけワ
セリンをぬった

葉を切り取り、切り口
にワセリンをぬった



（高理 8）



（高理 9）

第４問題　次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。

　　中学３年生のソウトさんは、ある日の朝、気がつくと見知らぬ場所にいた。そこはなだら

かな高台に建っている山小屋で、眼下には森、その向こうには海が広がっているが、人里ら

しきものは近くには見えない。ファンタジー小説が好きなソウトさんは「異世界」に飛ばさ

れたのかと期待したが、水平線から昇ってきた太陽らしき天体と、①頭上に浮かんでいる月

らしき天体を見て、地球である可能性が高いと考えた。その後の天体の動きから、最初に太

陽を見た方角を東と仮定して、周囲の観察を続けることにした。

　　高台は黒っぽい岩石でできており、岩石を割って観察してみる

と、右の図１のような構造が見られた。がけを見ても地層のよう

なものは見られず、全体がこの岩石でできているようだった。

　　そうこうしているうちに、太陽は南の空に移動したが、その南

中高度はほぼ真上ともいえる、80度以上はありそうだった。

　　夕方、②雨雲が発生し、激しい雨に見舞われた。その後雨は短時間で上がり、風向きが変

わり気温が大幅に下がった。

　　夜になると再び晴れ、星が観察できるようになった。北の空に見慣れた北斗七星を発見

し、ここが地球であることを確信した。また、③観察した星の動きから正確な北の方向を知

ることができた。

　　次の朝、昨晩判明した正確な方角により、この日の太陽がちょうど真東から昇ってきたこ

とが確認できた。これにより④現在の時刻と季節を推定することができた。

　　ソウトさんは今まで観測して得た情報と学校で習った理科の知識を使えば、⑤ここがどの

ような場所なのかがある程度わかった。これで日本に帰れるかも、と思ったところで目が覚

めた。どうやらすべて夢だったようだ。

　問１　下線部①の月の形として、正しいものを次のア～エから１つ選び、記号で答えなさ

い。ただし、図の下方向は太陽の方角とします。

　問２　図１中のＡ，Ｂの部分をそれぞれ何と呼ぶか、漢字で答えなさい。

　問３　図１のような構造をもち、有色鉱物が多く黒っぽいという特徴から、この岩石は何と

いう種類の岩石だと考えられるか、答えなさい。

図１
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ア イ ウ エ



（高理 10）

　問４　下線部②の様子から、このとき起こった現象として正しいものを、次のア～エから１

つ選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．温暖前線が通過した

　　　　イ．寒冷前線が通過した

　　　　ウ．熱帯低気圧が発生した

　　　　エ．線状降水帯が発生した

　問５　下線部③の星の動きについて、正しく表している図を、次のア～エから１つ選び、記

号で答えなさい。ただし、下の太線は水平線とします。

　問６　下線部④で推定された日の出の時刻と季節について、正しく述べているものを次のア

～エから１つ選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．季節は夏で、日の出は午前６時より１時間くらい前

　　　　イ．季節は春で、日の出はほぼ午前６時

　　　　ウ．季節は春または秋で、日の出はほぼ午前６時

　　　　エ．季節は冬で、日の出は午前６時より１時間くらい後

　問７　下線部⑤について、この場所は地球でいうとどのような場所であると考えられるか。

　　　　正しいものを次のア～オから１つ選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．日本とほぼ同緯度で、雲仙岳のような火山によってできた火山島

　　　　イ．日本より高緯度で、プレートの衝突によって地面が隆起してできた場所

　　　　ウ．北半球の赤道付近で、キラウエア火山のような火山によってできた火山島

　　　　エ．南半球の赤道付近、富士山のような性質の火山が並ぶ場所

　　　　オ．南半球オーストラリアのウルルのような、巨大な一枚岩からなる丘の上

ア イ ウ エ




